
街路－１ 

 

事後評価調書 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

街路担当参事 古川 雅一

(街路担当主幹 金澤真文) 
内線 

4474 

（4480） 
 

事業種別 街路事業 事業名 都市計画道路 沖浜平津線（小松原工区） 

事業区間 高砂市荒井町若宮町 ～ 高砂市荒井町小松原 5丁目 

事業期間 
計画 Ｈ20～Ｈ26年度(7 年間) 事業費 

(内用地補償費) 

計画 約 29 億円(21億円) 

実績 Ｈ20～Ｈ29年度(10年間) 実績 30 億円(23億円) 

完了年月 平成 29年 12月 過去の評価 平成 19年度 新規評価 

事業目的 事業内容 

本路線は、高砂市の東側に位置し、臨海部と国道 2 号

バイパスを結ぶ都市計画道路であり、東播磨地域の南

北交通を担う重要幹線道路である。 

①渋滞交差点の解消：兵庫県渋滞交差点解消プログラ

ムに位置づけている国道 250 号(明姫幹線)古新西

交差点の慢性的な渋滞を解消する。 

②良好な歩行空間の創出：広幅員の自転車歩行者道の

整備により、歩行者・自転車の安全性を向上する。 

③広域ネットワークの形成：本路線を介して山陽自動

車道から明姫幹線を経て東播磨臨海部への連携機能

の強化を図る。 

【全体延長】710ｍ 

【構造規格】第 4種第 1級 

【計画幅員】 

（４車線+両側歩道）車道 13.0m〔全幅 30.0m〕 

【計画交通量】 

自動車：19,400 台／日 

【現況交通量】 

自動車現況：18,224 台／日(H27年センサス) 

【負担割合】国 0.55、県 0.225、市 0.225 

●事業概要図 

山陽電鉄本線 

JR 山陽新幹線 

山陽荒井駅 

小松原工区 L=710m 

至姫路 

【詳細図】 【現場写真】 

高砂市民病院 

高砂市役所 

高砂警察署 

荒井小学校 

荒井幼稚園 

荒井中学校 

高砂市立図書館 

JR 宝殿駅 

高砂市民ﾌﾟｰﾙ 
(都)沖浜平津線 

L=4,580m 
W=13.0(30.0)m 

小松原工区 

米田工区 
H12 年供用 

古新工区 
H21 年供用 

南工区(市施工) 
H16 年供用 

南端部(市施工) 
H28 年供用 

古新西交差点 

古新西交差点 
事業個所 

至神戸 

荒井工区・H 元年供用 

荒井地区(市施工) 
Ｓ63 年供用 

平津工区 
H 元年供用 

30.0 【標準横断図】 

0.5 1.5 1.0 1.0 0.5 
6.0 6.5 4.0 6.0 6.5 

1.25 3.25 3.25 2.0 3.0 1.25 3.25 3.0 3.25 2.0 

(都)沖浜平津線 

小松原工区(平成 29 年撮影) 

至姫路 

※本調書は、(都)沖浜平津線（高砂市域）の完成に伴い、当該路線全体を評価

するものである。 

(国)250 号 
至神戸 

出典：「国土数値情報（緊急輸送道路データ）」（国土交通省）を加工して作成。 

凡例 
    （都）沖浜平津線 
    （都）高砂北条線 

 



街路－２ 

 

●事業を取り巻く社会経済情勢等の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       
 

 

①人口、自動車保有台数の推移 

・人口は減少傾向であるが、自動車保有台数は増加傾向である。 
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【高砂市の人口の推移】 【高砂市の自動車保有台数の推移】 

出典：市区町別主要統計指標 出典：市区町別主要統計指標 

②事業所数、従業者数の推移 

・事業所数は減少傾向であるが、従業者数は増加傾向である。 

【高砂市の事業所数の推移】 【高砂市の従業者数の推移】 
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出典：市区町別主要統計指標 出典：市区町別主要統計指標 
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【高砂市の観光入込客数の推移】 【東播磨地域の観光入込客数の推移】 

③観光入込客数の推移 

・高砂市の観光入込客数は大幅な減少傾向である。 

出典：市区町別主要統計指標 出典：市区町別主要統計指標 



街路－３ 

 

●事業の効果の発現状況 

想定した整備効果等及び整備後の状況 

１．渋滞交差点の解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②至姫路 

③至(国)2 号 ④至神戸 

①至高砂港 

解消 

古新西交差点 

①至高砂港 

古新西交差点 

②至姫路 
③至(国)2 号 

④至神戸 

加古川 

 

交差点流入交通量 
ほぼ横ばい 

・夕方の臨海部からの帰宅ﾗｯｼｭ時、古新西交差点の東

行き((国)250号)の渋滞が緩和されました。 

(道路利用者。60代男性） 

設問内容：沖浜平津線の道路整備により古新西交

差点、小松原交差点の渋滞が解消した

と思いますか。 

【沿線住民・道路利用者アンケート調査結果（R2.8～9 実施）】 

・車線数が増えたことにより、ｽﾑｰｽﾞに走行でき、大

変便利な地域になりました。 

(沿線住民。40代男性） 

【ヒアリング調査結果】 

【沿線住民 325 世帯・道路利用者 447 人】 

・｢渋滞回避のための迂回｣や｢渋滞を見込んだ移動(時間設

定)｣がなくなりました。(製造業者 2社・配送業者 1社) 

 
・道路整備により移動時間が短縮し、時間どおりに到着で

きるようになりました。(ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ事業者 4社) 
 

【小中学校、交通事業者、企業等 14 社にﾋｱﾘﾝｸﾞ】 

非常に

そう思う

14%

そう思う

52%

どちらともいえない

26%

あまりそう思

わない 5%

全くそう思わない 2% 未記入

1%

・古新西交差点において、交通容量不足や交差点形状の課題により、慢性的な渋滞が発生していた

が、4 車線化や右折滞留長の確保等の交差点形状の最適化により、交通量が横ばいの中、渋滞は概

ね解消。 

【渋滞長の変化】 

至神戸 至姫路 

【整備前(新幹線高架下)】 

【調査日時】 
(日付) 
整備前：H21.3.11 
整備後：H30.6.13 

(時間) 
朝 3 時間 
(7：00～10：00) 

解消 

約７割減 

解消 



街路－４ 

 

想定した整備効果等及び整備後の状況 

２．安全性の向上 
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【沖浜平津線(小松原工区)の事故件数】 

出典：交通事故総合分析センター（イタルダ） 

【整備前】 【整備後】 【整備前】 【整備後】 

至神戸 
至神戸 至姫路 

【古新西交差点交通量】 

歩行者：188 人/12h 

自転車：1,779 台/12h 
【小松原交差点交通量】 

歩行者：711 人/12h 

自転車：3,170 台/12h 

(調査日：H30.6.13) 

JR 宝殿駅 

山陽荒井駅 

米田西小学校 

米田小学校 

(通学路) 

宝殿中学校 

高砂南高校 

高砂小学校 

(通学路) 

荒井中学校 

荒井小学校 

(通学路) 

山陽高砂駅 

臨海工業地帯 

高砂中学校 

小松原交差点 

高砂高校 

自転車通学路の対策路線 

（高砂市自転車ネットワーク計画（H30.5） 

高砂市立図書館 

古新西交差点 高砂市役所 

非常に

そう思う

34%

そう思う

51%

どちらともいえない

11%

あまりそう思わない 2%

全くそう思わない 1%

未記入 1%

・車道は広く、歩道がしっかり区別されているので、安全性が

向上し、ストレスなく走行できるようになりました。 

（ﾊﾞｽ事業者） 

・以前は歩道が狭く危険であったが、整備後は安心して歩く

事ができるようになりました。（道路利用者。70代男性） 

 

【沿線住民・道路利用者アンケート調査結果（R2.8～9 実施）】 

・子供が自転車で通っていても安心できるようになりまし

た。ウォーキングで通る人も増えたと思います。 

（沿線住民。30代女性） 

【ヒアリング調査結果】 

設問内容：沖浜平津線の道路整備により歩

行者・自転車の安全性が向上し

たと思いますか。 

・沿線事業所に通勤する者、自転車通学の学生にとってはす

ごく便利になったと思います。（道路利用者。50代男性） 

【小中学校、交通事業者、企業等 14 社にﾋｱﾘﾝｸﾞ】 

・整備後は、歩行者、自転車が良く見えるので存在があまり気

にならなくなり、運転しやすくなりました。 

（ﾊﾞｽ事業者・配送業者） 

【沿線住民 325 世帯・道路利用者 447 人】 

・当路線沿線には小中学校、高校が多く歩行者が多い。また、通勤・通学、買い物、レジャー等の移

動手段として広く自転車が利用されているにも関わらず、歩道・自動車道が未整備であった。 

・歩道、自転車道を整備し、自転車・歩行者の通行を分離することで安全で快適な通行を確保した。 

至姫路 

全 事 故 
自転車と歩行者が
関係する事故 



街路－５ 

 

想定した整備効果等及び整備後の状況 

３．広域ネットワークの形成(緊急輸送道路の機能強化) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ある

58%
なし

38%

未記入

4%

【車線線図】 【沿線住民・道路利用者アンケート調査結果【（R2.8～9実施）】 

  設問内容：沖浜平津線の道路整備により整備前に比べて行きやすくな

ったと感じられる場所はありますか 

167

158

146

78

48

0 50 100 150 200

会社・学校

商業施設

病院

ﾚｼﾞｬｰ・行楽

その他

【ヒアリング調査結果】 

・高砂港から姫路ＢＰ､山陽道といった自動車専用道路まで

のアクセスの利便性が高まりました。（製造業者 2 社） 

・渋滞の緩和により移動時間が短縮し、配送・営業ルート

を変更しました。（配送事業者 1 社） 
【企業等 14 社にヒアリング】 

 

企業名 製造品種 シェア 

㈱ｶﾈｶ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ樹脂改質 世界 No.1 

㈱神戸製鋼所 ｱﾙﾐﾃﾞｨｽｸ剤 世界 No.1(60％) 

三菱ﾊﾟﾜｰ㈱ ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ 世界 No.1 

AGC㈱ 自動車専用ｶﾞﾗｽ 世界 No.1 

【沿線住民 325 世帯・道路利用者 447 人】 

(都)沖浜平津線 
多車線ネットワークを形成 6 車線以上 

4 車線 
工場用地 

■ 物流拠点 
● 代表企業 

沖浜平津線 

(用地)高砂工業公園 

(用地)高砂東部地区 
(株)ﾘｮｰｻﾝ 

荒井地区 

三菱重工業 (株)ﾀｸﾏ 

黒崎播磨 
ｻﾝﾄﾘｰ 

神戸製鋼 

三菱ﾊﾟﾜｰ (株)ﾘｮｰｻﾝ 
日本毛繊 

(株)ｶﾈｶ 

三菱重工業 

新日本油化(株) 
AGC ｾﾗﾐｯｸｽ(株) 

(用地) 
伊保地区 

高砂港区 

加古川市公設 
地方卸売市場 

(用地)加古川 
関西熱化学(株) 

兵庫県加古川食肉 
地方卸売市場 

加古川地区 
(株)神戸製鋼所 

伊保地区 

n=446 
複数回答可 

「ある」と 
回答した 
人のみ 

出典：「国土数値情報（工業用地データ・物流拠点データ）」（国土交通省）を加工して作成。 

非常に

そう思う

17%

そう思う

57%

どちらともいえない

21%

あまりそう思

わない 3%

全くそう思わない 1% 未記入

1%

設問内容 

災害時に救助活動や救援物資の輸

送に役立つようになったと思いま

すか。 

【沿線住民・道路利用者アンケート調査結果【（R2.8～9実施）】 

・道路幅員､通行帯が広

がったことにより、安

全性、円滑化等につい

ては、改善されたと思

います。 

(高砂警察署員） 

【緊急輸送道路ネットワーク】 

387

302

165

130

101

75

21

9

0 200 400

交通の円滑化

災害時の安全･安心の確保

緊急医療体制の向上

地場産業の活性化

企業の誘致

地域人口の増加

観光客の増加

その他

設問内容 

沖浜平津線の整備による地域の発展

に期待していますか。 

 

非常に

期待する

13%

期待する

58%

余り期待しない

16%

期待しない 2%

わからない 9% 未記入 2%

設問内容 

どのような影響を期待しますか。 

 

【企業等 14 社にヒアリング】 

【ヒアリング調査結果】 

E2 

E2A 

加西市役所 

高砂市総合運動公園 

高砂市消防本部 

高砂市役所 
高砂警察署 

加西警察署 

日岡山公園 
（広域防災拠点） 

加古川市役所 

東播磨県民局 

国･高速道路会社 
県管理道路 
沖浜平津線 

（都）沖浜平津線 

南北の緊急輸送道路を強化 

【沿線住民 325 世帯・道路利用者 447 人】 

【沿線住民 325 世帯・道路利用者 447 人】 
「非常に期待する」 
「期待する」と回答した人のみ 

n=549 
複数回答可 

出典：「国土数値情報（緊急輸送道路データ）」（国土交通省）を加工して作成。 

・高規格幹線道路（中国道・山陽道）や国道 2号バイパスといった東西の重要な幹線道路を南北に結

ぶ緊急輸送道路として安全性、定時性が向上。 

・当路線の整備により、臨海部の物流拠点である高砂港から国道 2号バイパスや国道 250 号といった

東西の幹線道路を結ぶ多車線ネットワークが形成され、物流等が効率化。 



街路－６ 

 

●特徴的な取組み 

○積極的な情報発信 

  事業の進捗状況や道路事業の効果を様々なパンフレット等を配布し、積極的な事業ＰＲを実施

した。その効果もあり、道路事業への関心や参画意識が高く、整備効果検証のために実施したア

ンケートの回収率は非常に高い結果となった。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

○歩行者と自転車との分離 

  平成 24年に国土交通省及び警察庁から発出された｢安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラ

イン｣を受けて、事業実施中に計画を見直すことにより、兵庫県で先進的な取組みとして歩道と

分離した安全で快適な自転車道を整備。また、関連区間においても、自転車通学路の対象路線で

あることや高砂市の｢自転車ネットワーク計画｣に位置づけられていることから、自転車歩行者道

の歩道と自転車道を分離。 

 

 

 

対象者 配布数(人) 回収数(枚) 回収率 

沿線住民 645 325 50.4％ 

道路利用者 517 447 86.5％ 

合 計 1162 772 66.4％ 

【ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ】 
アンケート調査と合わせて事業目的・効果も PR 

(沿線住民等に約 1,200 部配布) 

【ｱﾝｹｰﾄ用紙】 

【ｱﾝｹｰﾄ回収率】 

 

対象者 配布数(人) 回収数(枚) 回収率 

沿線住民 645 325 50.4％ 

道路利用者 517 447 86.5％ 

合 計 1162 772 66.4％ 

事業効果も PR 

【沖浜平津線の整備と自転車施策の経緯】 

H23.11～:国交省と警察庁が｢安全で快適な自転車利用環境の創出に向けた検討委員会｣を開催。 

H24.4 ：検討委員会が提言書を取りまとめ。 

H24.11：国交省及び警察庁が｢安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン｣を発出。 

H25～：沖浜平津線(小松原工区)自転車道計画見直し 

H26.3：兵庫県が｢安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン｣の補足事項を取りまとめ。 

H29.12：沖浜平津線(小松原工区)完成供用 

道路事業と関連する 
地域のトピックを紹介 

【計画変更前】 
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【計画変更後】 

自転車道整備状況 



街路－７ 

 

○地域とのコミュニケーション 

  平成 29 年 12 月 16 日に沖浜平津線の全線整備完了を祝い、完成式典を開催した。式典には、多

くの地域住民や工事関係者が参加し、中学生による吹奏楽の演奏や園児によるバルーンリリースが

行われ、地域住民と盛大に完成を祝った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●改善措置の必要性及び事業実施時の反省点、失敗点 

○更なる交通円滑化（荒井工区 S63供用） 

  整備後においても、更なる渋滞解消を求める意見が寄せられており、沖浜平津線全線整備完了

後の平成 30年に実施した交通量調査においても、小松原交差点で信号待ち回数が 5回となるな

ど、朝夕の通勤時間帯で一部渋滞が確認された。今後、渋滞の原因を精査し、可能な対応を検討

していきたい。 

 

【渋滞長の変化】 

 

【園児とのﾊﾞﾙｰﾝﾘﾘｰｽ】 【中学生の演奏】 

・渋滞は緩和されましたが、朝夕の通勤時間はまだ渋滞しているので、周辺道路の総合的な道路整備を

期待しています。(製造業者) 

【調査で寄せられた要望】 

小松原交差点 

①至高砂
港 

②至姫路 

③至(国)2号 

④至神戸 

加古川 

①至高砂港 ②至姫路 

③至(国)2 号 ④至神戸 

約 9割減 約５割減 

約２割減 

交差点流入交通量 

ほぼ横ばい 

解消 

【調査日時】 
(日付) 整備前：H20.11.26 整備後：H30.6.13 
(時間) 朝 3 時間(7：00～10：00) 



街路－８ 

 

●同種事業の計画・調査・事業実施のあり方、事業評価手法の改善等 

○工事の短縮化 

  アンケート及びヒアリング調査では、改善してほしい事項として「工事の短縮化」を望む意見が

多く寄せられた。今後とも、広く情報を発信し、住民の理解を得ながら適切な工事期間を設定し、

事業進捗に努めていくことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どこの道路事業もそうですが、もう少し工期が短縮してほしいです。 

・複数の業者を入れるなど工事期間を短縮する対策をお願いいたします。（バス事業者） 

 

・良い面が非常に多い道路整備でしたが、整備完了までの工期が非常に長かったと思います。 

・工事期間中は渋滞などで大変不便でした。（道路利用者。50 代男性） 

【主な意見】 



街路－９ 

 

【参考資料】 

●事業概要等の変遷 

昭和 39年 3月 23日   都市計画決定（Ｌ=4,500ｍ） 

昭和 48年 9月 25日   平津工区事業認可 

昭和 62年 12月 18日  米田工区事業認可 

①昭和 63年            荒井地区完成供用（Ｌ=359ｍ） 

②平成元年             荒井工区完成供用（Ｌ=250ｍ） 

平成元年 3月         平津工区完成供用（Ｌ=1,015ｍ） 

※うち高砂市域（Ｌ=140ｍ） 

③平成 12年 3月        米田工区完成供用（Ｌ=720ｍ） 

平成 12年 7月 24日   古新工区事業認可 

④平成 16年 3月        南工区完成供用（Ｌ=886ｍ） 

平成 20年 11月 13日  小松原工区事業認可 

⑤平成 21年 3月        古新工区完成供用（Ｌ=735m） 

平成 25年 8月 23日   都市計画決定（変更）（Ｌ=4,580ｍ） 

⑥平成 28年 3月        南端部完成供用（Ｌ=780ｍ） 

⑦平成 29年 12月       小松原工区完成供用（Ｌ=710m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山陽荒井駅 

高砂市民病院 

高砂市役所 

高砂警察署 

荒井小学校 
荒井幼稚園 

宝殿中学校 

市立図書館 

米田多目的広場 

JR 宝殿駅 

高砂高校 

高砂南高校 

米田西学校 

荒井中学校 

高砂みなとの丘公園 

高砂土地区画整理事業 

小松原地区 

高砂ﾕｰ･ｱｲ･ﾀｳﾝ 

地区計画 

⑦小松原工区(県施工) 

H29 年供用 

Ｌ＝710m 

③米田工区(県施工) 
Ｌ＝720ｍ 

⑤古新工区(県施工) 
Ｌ＝735m 

④南工区(市施工) 
Ｌ＝886ｍ 

⑥南端部(市施工) 
Ｌ＝780ｍ 

②荒井工区(県施工) 
Ｌ＝250ｍ 

①荒井地区(市施工) 
Ｌ＝359ｍ 

平津工区(県施工) 
Ｌ＝1,015ｍ 

国道                駅 

主要地方道          公共施設 

一般県道      〔新たな産業集積地〕 

市境                工業施設 

商業施設 

都
市
計
画
道
路 

沖
浜
平
津
線 

L
=4,580m 

県道高砂北条線 

米田小学校 

米田幼稚園 

西井ノ口 

平津 

米田交番前 

古新西 

小松原 

高砂市民病院前 

凡例 

（都）沖浜平津線 

（都）高砂北条線 


